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Ｉ飼育試験(:縮詮へ零藤，：…～諺:いし？！とル｣ヅボ

ニジマスにおけるアルコール酵母の飼料効果を検討する目的で試験した。

〔方法〕

Ｌ試験場所東京都水産試験場奥多摩分揚

２．供試魚当場産ニジマス１年魚…惨－私

３．飼育期間前期昭和４９年６月１４日～９月５日（８４日間）で■；；

後期昭和４９年９月６日～１１月２８円（8Ｍ日間】）;～－

４飼育池の条件７．４５×１．５×０．５５（？)!）を上下に２分して用いた。水深は２８５c洞で

あった．池の配,置は表】に示すとおりである。

表１飼育池の配置

NoJ6１７ ２０１９１８
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Ａ

5．飼育池の環境条件飼育池の水質、水温などを表２，３に示した。

表２飼育他の水温水量溶存酸素量(昭ﾗfm49年１０月３１日測定）

iDiiDliiJiITJi［
表３飼育期間中の各月の旬別最高・最低水温

９月１０月１１月

釧売｣Fｌｉ １７．１１５．４１３１

１３．６１２．０８８
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6．試験区分と飼料の配合組成

試験区分と飼料配合組成（兜）を表４に示した。

表４試験区分と飼料配合組成（妬）
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7．飼料の一般分析値と硬度Ｌ

飼料の一般分析値と硬度は表５のとおりである。
ケ’

０．P●B

表５鈎科の一般分析値（妬）と硬度(【,）
１１｡

粗脂肋

(1Ⅱ（２）

粗灰分炭水化物硬度粗蛋白質
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粗灰分炭水化物和，ヨ度汁粗fI壷白僧
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エンタル酵母工業（株）分析

［ 5.（
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オリエンタル酵母工業（株）分析

（注）０（）内は乾物換算値を示す。
◆_卜，ｉ･

oIlH肪脂(1%±エーテル抽出による値、(2)Iま鱗分解後、メタノール・クロロホルム抽出による

値を示す。ｆ・
，，』ｏ確度は本屋式硬度計による、＝５０の平均値（加圧軸５，）
ｏＣ－２(A)（B)は市阪飼料である。Ｌｉ

Ｐ・’Ｃ－２(A)I,土）６月１'4,日～１月：８日）ｉイ

Ｃ－２(Biゴ１１月９９日～１１月２８日の期間絵餌した｡
．ｑ’。,

８．ヱク;ゾウ肝油zlQjﾋﾌﾞ菅率－，
．-.●｡■-

試験に用いた飼料５０Ｆに外割で５妬のスケソウ肝油を添加し、３時間および２４時間放
｡',0

置後の吸蒲率を測定した。

〔結果〕

飼育を開始して力ら２ｏ日間給餌を行ない、１日餌止めして取上調査を行なった。前期を終
１６Ｊ・

了したところで食味識供試魚および成長の著しく労づだ個体を除去した。各区とも全期間をと

おして摂餌は活発でありｋ残餌はみられたかった

前期の飼育成績を表６ｔ７に､'後期の飼育成績を表８，９におのおの示した。
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前期の飼育成績（Ａ）表６
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表７前期の飼育成績（Ｂ）
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表８後期の飼育成績（Ａ）
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表９後期の飼育成績（Ｂ）
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中間での取上調査を前期、後期ともに４回行ない、取上時の平均体重の推移を図１，２に示し

た。平均体重の推移をみると、対照区と比較してアルコール酵母の配合率が１５妬の区では差が

みられたかったか、それ以上配合率か高くなると成長は低下した。Ａ社の場合では、配合率か

４５拓童では成長に差がみられなかったか、６０筋以上では成長は著しく低下した。Ｂ社の場合

にも配合率が高く在るにつれて成長は低下した。

生残率はいずれの区でも９６妬以上を示した。死亡魚は飼育開始時期に多くみられた。これは

予備飼育が不充分であったために、摂餌できなかったもの、あるいは“ズレ“によるものであみ。

原物飼料効率とアルコール酵母の配合率との関係についてみると図３７〕ように左る゜前期と後

期とでは飼料効率に差があり、後期の方が全区においてよい成績であった。前期においては、Ａ

社では配合率３０妬までは、飼料効率に差がみられたいが、４５魁にたると急激に低下した。し

かし、後期には両社ともアルコール酵母の配合率が高くたるほど飼料効率は、ほぼ直線的に減少

用

した。１，0
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アルコール酵母配合率と原物飼料効率の関係
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図３
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図４アルコール酵母配合率と蛍白効率の関係

各区の蛋白効率を乾物換算して図４に示した。飼料効率と同じように蛋白効率も前期と後期で

は差がみられたか、アノビコール酵母の配合率が高くなるほど蛋白効率も減少する傾向がみられた。

アルコール酵母の配合率とスケソウ肝油ＣＤペレットへの吸着率(､経時変化につＩｎて表１０に示

’た。Ａ、Ｂ両社の飼料とも硬度か増すごとに吸着率は低くなり、２４時間故&a後記も、アルコ

ール酵母の配合率が高い区においては、完全に吸着することはなかった。Ｈ１》ｊｉｈ/;ＪＹ‘

つ

(１１）



表１０；ペレツトヘのスケソウ肝油吸矯率の変化諦
西
一
割
』
縄
卦
持
珂
】
聞
囿
厭
汀

度
幻
３
３
０
８
１
８
４
５
７
２
４

４
５
Ｚ
Ｚ
４
６
８
Ｌ
２
４
３

硬
低 吸着率Ｇ８）

３時間後２４時間後

９６．０１００

９６．０１００

９６．０１００

８４．０９６．０

８４．０９６．０

９６．０１００

９６．０１００

８４．０９６．０

１００１００

１００１００

１００１００

＝

Ⅱ食味試験

飼料蛋白源の条件としては、飼育成績ばかりでたく、生産された魚の肉質も良好なものでな

ければならないので食味試験を行なった。

〔方法〕

前期飼育試験終了後に食味試験を行なった。

１．食味対象群Ｃ－１，Ａ－２，１Ａ－５およびＢ－２

２ｵパネル，‐Ⅱ

水産庁３名へ都水試（本鴬3）：２２名n

束海区水研１名、同一【奥多摩分楊）いへ９)名

淡水区水研２名…計い,｝；ｒｉ３７ｂ名伽叶

３．調理供試魚は内臓を除去し､…炭火で白焼きとした。

▲

､

(１２）



〔結果〕

食味試験の結果について表１１に示した。

表１１食味試験の結果
一～弓

_総合
９｡'`｡.,｡｡，P･△．

硬さ区

＋０．１８９＋０．４３５

＋0．２１６＋０．３０４

＋0．３８９＋０．２１７

＋0．６５８＋０．４５５

社
社
社

対
Ａ
Ａ
巳

J,２７８

0３７８＋ＣＪ５ｉ

0．８９

「１

Ⅱ､２６、9１

食味は香り、味、口あたり、硬さ、総合の５項目について実施したが、対照区とアルコール

酵母配合区との間に差はみられなかった。

Ⅲ供試魚狗籏の生化寧fｳ検査

人間で行なわれている生化学的診断法を応用して、アルコール酵母飼育魚の健康診断を行

なった。

〔方法〕

飼育試験終了後Ｃ－１，Ａ－３，Ａ－５、Ｂ－３の各区エリ５尾ずつ抽出し、動脈球から

採血後、遠心分離を行なって血漿とし、生化学的性状について検査した。検査は和光純蕊掬

製の臨床検査用キソトを用いた。

検査項目は次のとおりである。

１．血液学飴検査

赤血球数（ＲＯＣ）平均赤血球血色素量（ＭＣＨ）

ヘモグロビン（Ｈｂ）平均赤血球容積（ＭＯｖ）

ヘマトクリツト（Ｈｔ）平均赤血球血色素濃度（ＭＣＤ）

２．生化学的検査

トランスアミナーゼ（ＧＯＴ）乳酸脱水素酵素（ＬＤＨ）ロイシンアミノペプテ

クーゼ（ＬＡＰ）コリンエステラーゼ（ＣｂｌＺ）アルカリ性フォスファクーゼ

（ＡＬＰ）

トリクリセライト．、遊離脂肪酸（ＮＥＰＡ）、リン脂質、コレステロール

〃

￣

クリコース

(１３）



アンモニア、尿素態窒素（尿素一Ｎ）、アルブミン、総蛋白質、・

マグネシュウム（Ｍｇ）、,カルシュウム（Ｃａ）、リン（Ｐ）、銅（Ｃｕ）

〔結果〕

供試魚液の生化学的検査結果は図５，６に示した。
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横軸は供試魚Ⅶ個体番号も縦軸には各項目の測定値を示した。
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叶図６供試魚血液(、生イヒ学的検査結果(2)
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供試魚の健康度を人間用の診断基準をもとに診断すると、Ａ－３，Ａ－５区では､)ＬＤＨの

上昇、ＬＡＰ、ＣｈＥ、リン脂質、コレステロール、アルブミン、総蛋白質量の低下などから、

肝硬変などが疑われる。しかし、Ｂ－３区では値の変動はＡ区に比較すると小さい。をた、Ａ

－５区では貧血の傾向もみられる。

〔総合考察〕

飼料効率、蛋白効率についてみると、アルコール酵母配合率１５拓区では、ＡＢ両区ともに

対照区に劣らない成績を示しているが、配合率か３０９６以上にたるとほぼ直線的に低下する。

しかし左から、生残率に差は左いので、飼料の蛋白源としてアルコール酵母がTtつたく適さな

いということではたく、製品を改良することが必要であろう。現段階では、アルコール酵母の

みを蛋白源として利用することには問題がある。

アルコール酵母の配合率が高くたるにつれて、ペレットが硬くたり、飼料に油を添加するこ

とがむづかしいばかりでなく、ニジマスの消化吸収に対する影響も考慮する必要があろう。

食味試験の結果では、各々の値に１以上の差かある時に味に差があると考えられているので、

今回の試験結果からは、対照区と試験区との間には童ったく差がないと考えられる。

血液の生化学的検､査については、現在、他に比較するデータが少なく、人間における診断基

準を応用しなければ茂らないか、Ａ区では対照区と比較すると、貧血および肝臓に障害が認め

られることに左ろ。さた、アルコールI蜂母の配合率の高い方がその程度も重いように思われる。

しかし．Ｂ区においては対照区との間には大きな差は認められなかった。Ａとｎとでは原料に

差かあるので、これが原因とも考えられる。

供試魚の病理組織学的検査については、今後行なう予定であるか、特に魚体の健康度判定と

いう面から、血液の生化学的性状との関連性についても検討する予定である。

１
０
０

Ｉ

■
■
■
▼

Ｉ〔要約〕

ニジマス１年点を使用し、Ａ、Ｂ２種類のアルコール酵母の配合率を変えて飼育実験をおこ

ない、成長、血液の生化学的性状、食味等について試験した結果、次の事項が明らかとなった。

１．アルコール酵母の配合率１５Ｚ室では対照区に劣らない成長がみられる。

２スヶソウ肝抽の吸着率は、アルコール酵母の配合率が高くなるほど減少し、給餌の際には

（１６）



水中へのロスが大きい。

3．食味試験では対照区と比べて差がみられたい。

4．血液の生化学的検査によると、Ａ区では貧血、肝臓障害が起きていると考えられるが、Ｂ

区では異常は認められない。

(１７）
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